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政治不安続くミャンマーからきたミミさん

仮放免では人間らしい生活できない仮放免では人間らしい生活できない

同
僚
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
ミ
ミ
さ

ん

﹁
介
護
の
用
語
も

私
に
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
言
い
換
え
て
く
れ

ま
す
﹂
と
ミ
ミ
さ
ん
は
話
し
ま
す

難民認定し「居居場場所所」をください

（第三種郵便物認可）

２０日は「世界難民の日」２０日は「世界難民の日」
日本は受け入れに消極的日本は受け入れに消極的

２０２２年（令和４年）６月１９日

ミャンマー人への緊急避難措置

入管庁は２０２１年２月にミャンマーで国軍

によるクーデターが発生したことを受け、

同年５月から、日本での滞在を希望するミ

ャンマー人に６カ月間、在留と就労が可能

な「特定活動」の在留資格を認めてきまし

た。今年４月からは期間を１年間に延長し

ました。特定活動の在留資格は、今年３月

までに約４６００人が認められました。

利
用
者
と
話
す
ミ
ミ
さ
ん︵
右
︶
介
護
の
仕
事
に
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
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